
む
か
ん
ま
る 

                                   
 

       

 

二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
〇
日(

日) 

護
憲
平
和
行
進(

通
算
６
５
６
回
目) 

 

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会 

事
務
局 

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一―

一
五 

★
月
例
護
憲
平
和
行
進 

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

無
関
心
で
な
く
憲
法
を
生
か
す
政
治
に
変
え
る
た
め 

☆
必
ず
選
挙
に
行
こ
う
！ 

 

参
議
院
補
欠
選
挙
が
一
〇
月
二
四
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
任
期
満
了
に
伴
う
衆
議
院
選 

挙
が
一
一
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
の
参
院
選
投
票
率
は
全
国
で
四
八
、
八
％ 

衆
院
選
投
票
率
は
五
三
、
七
％
と
非
常
に
低
い
も
の
で
し
た
。 

憲
法
三
原
則
は
守
ら
れ
て
い
な
い 

◆
日
本
の
す
べ
て
の
法
律
や
決
ま
り
は
「
憲
法
」
に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
国
民
主
権
、

②
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
③
平
和
主
義
の
三
つ
の
基
本
原
則
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

①
国
民
主
権
は
、
国
の
政
治
の
あ
り
方
を
国
民
が
決
め
る
こ
と
。
一
八
歳
以
上
の
人
が
選
挙 

権
を
持
っ
て
お
り
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。 

 

◆
②
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
持
ち
、
健
康
で
文
化
的
な

暮
ら
し
を
送
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、
入
院
も
で
き
ず
自
宅
や
施

設
療
養
を
強
い
ら
れ
、
死
亡
し
た
方
は
二
〇
六
人(
八
月
末
現
在)

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
充

分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
放
置
さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
無
念
さ
を
痛
感
し
ま
す
。 

 

◆
③
平
和
主
義
と
は
、
憲
法
九
条
が
示
す
通
り
悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
。

ま
た
、
陸
海
空
軍
の
戦
力
は
持
た
ず
、
交
戦
権
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

防
衛
費
予
算
は
五
兆
三
四
〇
〇
億
円
で
、
来
年
度
概
算
要
求
額
は
五
兆
四
七
〇
〇
億
円
と
毎

年
う
な
ぎ
上
り
で
す
。
「
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
」
や
「
敵
基
地
攻
撃
」
が
可
能
な
ミ
サ

イ
ル
開
発
な
ど
軍
拡
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 
 

「
政
権
交
代
」
の
最
大
の
敵
は
無
関
心 

◆
国
民
主
権
も
基
本
的
人
権
も
平
和
主
義
も
私
た
ち
の
普
段
の
努
力
に
よ
っ
て
達
成
す
る
も

の
で
す
。
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
若
者
の
政
治
へ
の
関
心
度
は
低
く
、
ア
メ
リ

カ
や
ド
イ
ツ
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
「
一
票
の
行
使
」
で
切
り
開
こ
う
。 

 

◆
こ
れ
ま
で
の
「
国
政
の
私
物
化
」
（
隠
蔽
、
忖
度
、
汚
職
、
金
権
政
治
）
か
ら
決
別
し
、
憲

法
を
生
か
し
た
希
望
が
も
て
る
政
治
に
変
え
る
た
め
、
私
た
ち
の
で
き
る
権
利
は
投
票
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
「
政
権
交
代
」
を
実
現
す
る
最
大
の
敵
は
無
関
心
だ
と
考
え
ま
す
。 

   

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/              で検索 護憲浜松 

✪
去
る
九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
浜
松
基
地
司
令
宛
「
エ
ア
フ
ェ
ス
タ
浜
松
の
恒
久
的
廃
止
を
求
め
る
」
要
望
書

を
、
浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
、
県
西
部
地
区
平
和
遺
族
会
、
社
民
党
浜
松
総
支
部
の
連
名
で
提
出
し
ま
し
た
。 

✪
去
る
九
月
一
七
日
、
「
憲
法
を
守
る
会
」
役
員
の
高
橋
博
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
「
憲
法
を
守
る
会
」
の

起
源
の
記
録
や
重
要
な
各
種
調
査
な
ど
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
哀
悼
と
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。 

http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/


             

☆
憲
法
九
条 

「
戦
争
の
放
棄
、
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
」 

 
 

一
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発

動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

  
 
 
 
 

 


